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し、測定時間が長いと反応がはっきりしなくなってしまうことや、

VTRの課題によっても異なる反応が得られるので今後は課題内容、

測定時間 についてさらに検討が必要である。しかも、当初の予定

であった もっと低年齢の聴覚障害幼児を対象として実験を進め

ること が でき なか った ので、今後の課題である。しかし、本方法

を用いる ことによって、文字単語と絵の対応課題で文字言語習得

過程の分析ができる可能性がわかったので、今後はキャリブレー

ションの工夫をして、さらに低年齢の聴覚障害児についても検討

を進め る 予 定で ある 。最 後に、 今 回 の 実 験 で 、 視 線 追 跡 開 始 か ら

早い時間帯に目標文字へ視線が動くことが観察された。今後はさ

らに探 索時間 を短 くし ての検討も進めたい。

まとめ

VTR画面上で絵とそれに対応する文字単語の課題を作成して、

健常者ならびに聴覚障害児を対象に、ナック眼球運動解析システ

ムを用い て 分 析 し た 。 既 知 の文字単語とそれに相当する絵に眼球

の停留時間が長い傾向があった。本方法を用いることによって、

文 字 単語と絵の対応課題で文字言語習得過程の分析ができる可

能性が示唆された。今後は、さらに低年齢の聴覚障害児について

も検討を進める予定である。また、今回の研究から測定開始の早

い時間 帯 で 目 標 文 字 へ の眼球軌跡が得られることがわかったの

で、今後は刺激提示時間を短くすることについても検討を進め、

音声言語の理解時期とほぼ同様の時期から文字言語も理解でき

るという臨床的実践を客観的にも証明する予定である。

－12－

















一
一
一

■声
一
画

＝＝
一一

画

蛤

1651

Ｂ
Ｄ
ｐ
０
■
■
且
‐
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

118〕11
『『

。
■
唇
７

庁
垂
句

寺
め
げ

■
■
｜
』

可

j』

『
３
，
§
鍛
易
昭
電
心
酬
『
『

QQP

､喝⑬K2
少

､喝⑬Ⅸ

･-55
一

守匂

111_0

パド

．＊1

▲qざ

-15．5
－220

－勺
8

’2200cO1f.0

(dcg!

か‘、弼丙9挿牛’f･裁画;蓉一

1f,｡ 22010.0－11．0

X (dcg!
１
１
？

一～－■一声一一一伊つゆ一一司一字トー－－ － - ゆ

即
、

ひU，

図3．アイマーク視線追跡
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図4．探索範囲の分析
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図17．聴覚障害児症例1のアイマーク視線軌跡(VTRその3の「時計」）
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図18．聴覚障害児症例1の視線探索範囲(VTRその3の「時計」）
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